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1．はじめに 

小学生対象の「ものづくり工作教室」（以下，

工作教室）が職業能力開発大学校においても毎

年多くの小学生が参加して実施されている。当

校の実習において，この企画に学生が企画から

制作，ものづくり教室の実施までトータルでプ

ロデュースを行う方法について学習させてき

た。これに，学生が制作した電子工作キットが

採用されて一昨年度に引き続き実施した 1)。 

2．検討してきた実習の実施方法 

この実習はグループ学習の一環で，卒業制作

にあたる「開発課題実習」を円滑に実施するた

めにはじめた 2)。 

昨年度までの実習は 4 人１組のグループに

して，2テーマを考案するようにしていた。こ

の方法は，グループ内で競い合うようにしてい

た。グループ内で同じような内容であれば，い

ずれの方が製作時間，部品点数，この他楽しさ，

面白さ等に優位なのかを検討させた。一方で異

なる 2つのテーマを設定し，グループとしての

ポリシーを前面に現すような方法も行った。 

このように，グループで実施することが強調

され過ぎて競争をさせることばかりをさせた

結果，グループにおける個人の個性がほとんど

なくなっているように思われた。そこで，グル

ープにおける個人の活動が重視されると，グル

ープにどのような影響があるかを検討した。 

3．検討した実習の実施方法 

グループにおける個人が能力を発揮し，積極

的に関わる方法について検討した。 

まず，これまでグループ代表 1人が行ってい

たが，持ち回りで毎回の授業開始時に実習時間

に実施する内容の報告と終了時間に実施内容

を報告させた。 

次に，テーマ内容を決定する際に，グループ

全員がアイデアを出し合い，また手段について

提案してまとめてしまっていたが，これまで表

面化することがなかった個人のアイデアを実

習期間の最後に個人レポートとしてまとめた

上で提出させた。 

4．まとめ 

工作教室用キットを制作する実習を実施し

て以下のことが明らかになった。 

1) テーマ内容と実施している内容をグループ

全員が把握することができ，それぞれが責

任感を持っていた。 

2) 個人がグループとの考えの相違を持ちつつ

も協力してグループとしての結果を示そう

としていた。 

個人の意見も尊重しながら実施した結果，昨

年度までとは異なる，制作する小学生側の気持

ちを考えてキットを提案できたと考えられる。 
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